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宮古島からの後期更新世ミヤコヒキガエル化石の確認と

その生物地理学的意義
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生物の地理的分布や系統分岐パターンからその進化過程や背景となる地史的

イベントを推定する歴史的生物地理学において、化石は過去に特定の生物が問

題となる場所に実在したことを示すなによりの物的証拠である。それゆえに、

個々の化石の同定精度とその信頼性は重要であるが、残念ながらこれまでの琉

球列島産脊椎動物化石を対象に行なわれた研究には、同定の根拠が示されてい

ないものが少なくない。宮古諸島にのみ生息するミヤコヒキガエルは、その特

異な分布と大陸産種との形態的酷似性から、大陸から人為的に移入された個体

に由来するという考えがかつて広く支持されていた｡１９８０年代に宮古島のピン

ザアブ洞窟から発見された後期更新世の無尾類化石は、その報告の中でミヤコ

ヒキガエルと称され、本種の移入起源説を否定する証拠とされた。しかし同報

告では化石の種の特定に至った過程や証拠は何も示されず、十分な比較検討が

為されたかどうかが不明瞭であった。よって適切な標本を用いた形態比較に基

づき、宮古島から産出する無尾類化石の分類学的帰属を解明することが依然課

題として残った。現在進行中のピンザアブ洞窟の発掘調査において、これまで

に若干数の無尾類化石が採集された。これらの化石は上顎骨に歯を持たないと

いうヒキガエル科の共有派生形質を示した。そこで我々は、これらの化石と宮

古島および周辺地域の現生ヒキガエル類（ミヤコヒキガエルおよびアズマ，二

ホン，ナガレ，バンコロ，ヘリグロの各ヒキガエル）との間で骨形態に関する

詳細な比較を行なった。その結果、化石のうち特に前頭頭頂骨・鱗状骨等の部

位が、ミヤコヒキガエルのみに特徴的な形質状態を示すことがわかった。この

ことは本亜種が宮古島に少なくとも更新世末期から生息していたことをほぼ確

定するものであり、これまでに指摘や報告が為された本亜種の形態的・遺伝的

独自性を示す証拠とともに、その同島への在来分布をあらためて強く支持する

ものである。また、本種が大陸のチュウカヒキガエルBggmgとwzmTsに最も近

縁なことは確実であるが、現在の地質学的知見からは、宮古諸島は数十万年前

まで海中にあった後に陸化したとされ、他の陸塊、特に大陸との直接的な陸繋

は想定されていない。有効な渡海手段を持たない本亜種の固有在来分布は、宮

古諸島の陸生脊椎動物相の起源について、既存の地質学的証拠や地史仮説では

説明できない課題がなお残されていることを示すものである。


